
大分県議会 検索

表紙の題字の作者
　本校の書道部は、1年生10名、2年生11名、3年生
7名の計28名で活動しています。日々、作品制作と書
道パフォーマンスに励み、校内だけの発表にとどまら
ず、地域のイベントにも参加しております。昨年は、
これらの取組を評価していただき、別府市より表彰さ
れました。これからも地域との繋がりを大切にし、
「明るく楽しく美しく」をモットーに頑張ります。

別府翔青高等学校 藤本 歩 さんの所属する書道部の様子をご紹介します
ふじ もと あゆみ

　県議会では、若い世代の意見を議会運営や県政に反映させることを目的として、ユースモニター
を委嘱しています。今年度は、学生 3 名、社会人 7 名の計 10 名が大分県議会ユースモニターとし
て活動しています。
　12月 4日（木）には、「若年層にとって暮らしやすい県にするには」をテーマに“働きやすさ”と“暮
らしやすさ” の 2 つに焦点を当て、日頃感じていることや改善策について広報委員の議員８名と意
見交換を行いました。 （詳細は9ページ）

《
県
議
会
の
今
後
の
動
き
》

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

２
月
24
日（
火
）

12
月
3
日（
水
）〜
5
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
8
日（
月
）9
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会

　
　
12
日（
金
）　
閉
会

　YouTubeで過去の定例会のダイジェストをご覧
いただけます。
　1月10日放送分は、議長新春あいさつや、第二
回ユースモニターとの意見交換会の様子などを配
信しています。

　令和7年12月9日（火）に大分市中央
町の竹町ドーム広場において「令和7年
大分県飲酒運転根絶フェア」が開催され
ました。
　県議会からは、嶋議長など14名の議
員が参加し、『飲んだらのれん』と書か
れたチラシやグッズを配り、飲酒運転の
ない社会づくりや交通安全を呼びかける
街頭啓発活動を行いました。

２
月
24
日（
火
）　
開
会

３
月
４
日（
水
）５
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（
代
表
質
問
）

　
　
６
日（
金
）９
日（
月
）10
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
11
日（
水
）〜
13
日（
金
）

　
　
16
日（
月
）〜
17
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
18
日（
水
）19
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会

　
　
24
日（
火
）　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
26
日（
木
）　
閉
会 　県議会では、定例会ごとに政策勉強会を開催してい

ます。
　今回は、弁護士の阿部貴史氏を講師にお招きし「判
例から学ぶハラスメント」と題し、弁護士としての豊
富なご経験と、具体的な判例を通して、ハラスメント
の本質や、どのような行為が問題となるのかを分かり
やすくご講演いただきました。

〇対象作品
　県内在住者が作成した作品
〇展示期間・費用
　最長で1か月程度・無料（搬
出入経費やパネル・ケース
等の準備費は
出展者負担）

（問合せ先）議会事務局総務課（TEL:097-506-5019)

｜ト｜ピ｜ッ｜ク｜ス｜

政
策
勉
強
会

飲酒運転根絶フェア

議会ロビー（県庁舎新館１階）に
　　　  作品を展示してみませんか？

〔編集〕大分県議会事務局  大分市大手町3丁目1-1 TEL097-506-5035（ダイヤルイン） FAX097-506-1785

大分県議会ホームページにも広報紙を掲載しています。
大分県議会公式Xでも県議会の活動を発信しています。ぜひご覧ください。

大分県議会
ホームページ
（広報紙）▶

大分県議会　
（X）▶
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問答問答

問答 問

問答

地
域
の
享
受
す
る
効
果
を
最
大
化

す
る
た
め
に
も
、
観
光
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
知
事
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

主
食
の
安
定
確
保
及
び

中
山
間
地
域
農
業
の
再
生
に
つ
い
て

県
境
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

観
光
産
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

南
石
垣
支
援
学
校
の
跡
地
に
つ
い
て

問答 大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
に

　
　 お
け
る
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

半
島
振
興
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か「
県
民
の
防
災
力
向
上

に
向
け
た「
県
災
害
教
育
セ
ン
タ
ー
」の
設

置
に
つ
い
て
」な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
魅
力
あ
る
大
分
県

づ
く
り
に
つ
い
て
」
な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
化
学
物
質
過
敏
症

に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
医
療
政
策
に
つ
い

て
」
な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
社
会
資
本
整
備
に

つ
い
て
」
な
ど
４
項
目

※
Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
は
？

　
「
平
成
29
年
７
月 

九
州
北
部
豪
雨
」
に
よ

り
被
災
し
た
日
田
彦
山
線
添
田
駅
〜
夜
明
・

日
田
駅
間
に
つ
い
て
、
2
0
2
3
年
8
月
28

日
か
ら
運
航
を
開
始
し
た
バ
ス
高
速
輸
送
シ

ス
テ
ム
の
こ
と

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
歯
科
口
腔
保
健
対

策
に
つ
い
て
」
な
ど
５
項
目

答

12
月
3
日（
水
）

令
和
７
年
第
４
回 

定
例
会

一
般
質
問

左
の
質
問
は
26
分
59
秒
〜

本
会
議
の
様
子
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
か
ら

録
画
配
信
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

県
民
ク
ラ
ブ

二
ノ
宮 

健
治 

議
員

に  

の 

み
や  

け
ん 

じ

左
の
質
問
は
1
分
55
秒
〜

自
由
民
主
党

大
友
　
栄
二 

議
員

お
お
と
も 

　  

え
い  

じ

公
明
党

戸
高
　
賢
史 

議
員

と  

だ
か
　
　
け
ん 

じ左
の
質
問
は
25
分
24
秒
〜

自
由
民
主
党

首
藤 

健
二
郎 

議
員

し
ゅ
と
う 

け
ん 

じ 

ろ
う

左
の
質
問
は
1
分
2
秒
〜

12
月
4
日（
木
）

日
本
共
産
党

猿
渡
　
久
子 

議
員

え
ん 

ど
　
　 

ひ
さ 

こ左
の
質
問
は
16
分
8
秒
〜

自
由
民
主
党

木
付
　
親
次 

議
員

き 

づ
き
　
　
し
ん 

じ左
の
質
問
は
15
分
32
秒
〜

　
11
月
26
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の
17

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模

火
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
嶋

議
長
が
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、諸
般
の
報
告
に
続
き
、「
大

分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

」
の
議
案
な
ど
が
提

出
さ
れ
、
佐
藤
知
事
が
提
案
理
由
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
大

分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
を
求
め
る
意

見
書
」
が
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
、
同
日
付

け
で
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
12
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
の
一
般
質

問
に
は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
県
政

の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
活
発

な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
8
日
、
9
日
に
開
催
さ
れ
た
常

任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案
36

件
を
可
決
・
同
意
・
認
定
、
議
員
提
出

議
案
３
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

 

主
食
の
安
定
確
保
と
中
山
間
地
域

農
業
の
再
生
に
向
け
た
、
知
事
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

本
県
の
中
山
間
地
域
は
、
耕
地
面

積
の
約
７
割
を
占
め
、
農
産
物
生

産
だ
け
で
な
く
県
土
保
全
な
ど
大
切
な

機
能
を
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
伴
い
農
業
従
事
者
が
減

少
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
維
持

し
て
き
た
農
地
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
は
、
力
強
い
担
い
手
の
育
成
と

収
益
性
の
高
い
産
地
づ
く
り
の
両
面
か

ら
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
担
い
手
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
ス
マ
ー

ト
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
効
率
的
な
水

田
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
な
集
積
・
集
約
化
や

大
区
画
化
が
難
し
い
地
域
で
は
、
高
収

益
な
園
芸
品
目
の
導
入
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
他
方
、
地
域
で
行
う
農
地
や
水
路
等

の
保
全
活
動
の
た
め
交
付
金
の
活
用
を

促
進
し
、
地
域
ご
と
の
取
組
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
年
度
内
に
は
「
中
山
間
地
域
農
業
・

農
村
活
性
化
指
針
」
を
策
定
す
る
予
定

で
あ
り
、
市
町
や
農
業
団
体
と
力
を
合

わ
せ
着
実
に
実
行
し
、
中
山
間
地
域
の

持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
県
境
地
域
の
振
興
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。

人
々
の
社
会
活
動
が
広
域
化
す
る

中
、
県
境
地
域
で
は
隣
県
の
自
治

体
間
で
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
県
で
も

様
々
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
県
北
地
域
で
は
、
中
津
市

と
豊
前
市
等
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
共
同
運
行
を
支
援
す
る
ほ
か
、
中

津
市
民
病
院
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

指
定
し
機
能
強
化
を
図
っ
た
こ
と
で
、

県
境
を
越
え
た
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
日
田
彦
山
線
沿
線
で
は
、
※
Ｂ
Ｒ
Ｔ

の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
福
岡

県
と
共
に
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
を

支
援
し
、
春
の
酒
蔵
巡
り
に
は
５
千
人

以
上
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
県
境
を
跨
い
だ
近
隣
自
治
体
間
の
交

流
は
、
経
済
面
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
関
係
人
口
・
交
流
人

口
の
拡
大
も
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
関
係
自
治
体
の
声
を
伺
い
な

が
ら
地
域
振
興
に
努
め
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
多
様
化
す
る
旅
行

ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
消
費
の
創

出
・
拡
大
を
通
じ
て
地
域
経
済
へ
大
き

な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
、
県
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
成
長
産
業
で
す
。

　
県
で
は
、
第
５
期
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略

に
示
す
２
つ
の
推
進
指
針
を
軸
に
各
種

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
経
済
・
環
境
・
社
会
に
お
け
る
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」
で
す
。

地
域
資
源
を
守
り
磨
き
上
げ
、
農
林
水

産
業
や
温
泉
な
ど
各
分
野
と
連
携
し
て
、

高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
を
支

援
し
、
経
済
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
ま

す
。

　
２
つ
は
「
デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
基
づ
く
施
策
の
展
開
」
で
す
。
観
光

関
連
デ
ー
タ
を
可
視
化
・
分
析
す
る

ツ
ー
ル
を
整
備
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
た
戦
略
的
な
誘
客
に
よ
り
、
多
様

な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
経
済
・
環
境
・
社
会
の
好

循
環
に
よ
る

持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ

く
り
を
進
め
、

「
お
ん
せ
ん
県

お
お
い
た
」の

更
な
る
発
展

を
目
指
し
ま

す
。

被
災
者
の
支
援
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、知
事
に
伺
い
ま
す
。

今
回
の
火
災
は
、
全
焼
家
屋
が
多

数
に
上
る
こ
と
か
ら
、
生
活
再
建

に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
先
日
、
高
市
総
理
に
支
援
を
要
請
し

た
と
こ
ろ
、
「
精
い
っ
ぱ
い
の
支
援
を

し
た
い
。
今
は
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々

の
健
康
管
理
が
最
優
先
で
あ
り
何
で
も

言
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
力
強
い
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

早
期
適
用
等
が
示
さ
れ
、
生
活
再
建
を

進
め
る
大
き
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
避
難
所
の
環
境
整
備
は
概
ね

整
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
高
齢
化
率

が
７
割
を
超
え
て
お
り
、
避
難
者
の
体

調
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
医
療
・
保

健
・
福
祉
の
専
門
職
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、

き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
方
々
一
人
ひ
と
り
の
状

況
や
心
情
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
生
活

再
建
と
復
旧
復
興
に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

南
石
垣
支
援
学
校
の
跡
地
活
用
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

遊
休
県
有
財
産
は
、
県
有
財
産
売

却
等
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
県
庁

内
全
部
局
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会

で
、
県
に
よ
る
利
活
用
を
検
討
す
る
仕

組
み
で
す
が
、
活
用
策
の
提
案
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
段
階
と
し
て
、
地
元
市
町
村
に
よ

る
公
用
・
公
共
用
の
利
活
用
を
優
先
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
別
府
市
に
利
活
用
の
検
討
を

打
診
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
に
お
い

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
跡
地
活
用
の
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
調
整
を

担
う
県
よ
り
も
、
よ
り
地
域
に
密
着
し

た
地
元
市
に
お
い
て
調
整
い
た
だ
く
の

が
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、
議
員
の
ご

提
案
も
含
め
、
有
効

に
利
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

半
島
振
興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
企
画
振
興
部
長
に
伺

い
ま
す
。

今
年
度
内
に
策
定
す
る
国
東
地
域

半
島
振
興
計
画
で
は
、
地
方
創
生

に
資
す
る
施
策
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

　
社
会
増
に
資
す
る
移
住
定
住
策
に
加

え
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
や
遠
隔
教

育
整
備
な
ど
自
然
増
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
策
を
関

係
自
治
体
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
峯
道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
や

「
く
に
さ
き
オ
イ
ス
タ
ー
」
等
の
地
元

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
な
ど
、
総
合

補
助
金
を
活
用
し
て
半
島
各
地
の
魅
力

を
高
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
安
岐
ダ
ム
の
再
生
や
、
孤

立
可
能
性
集
落
へ
の
対
策
等
、
半
島
防

災
の
視
点
も
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
半
島
独
自
の
自
然
や
文

化
、
歴
史
な
ど
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
地
域
の
方
々
と
力

を
合
わ
せ
て
、
持
続
可

能
な
国
東
半
島
の
地
域

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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問答問答

問答 問

問答

地
域
の
享
受
す
る
効
果
を
最
大
化

す
る
た
め
に
も
、
観
光
産
業
の
成

長
産
業
化
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、
知
事
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

主
食
の
安
定
確
保
及
び

中
山
間
地
域
農
業
の
再
生
に
つ
い
て

県
境
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

観
光
産
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て

南
石
垣
支
援
学
校
の
跡
地
に
つ
い
て

問答 大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
に

　
　 お
け
る
被
災
者
支
援
に
つ
い
て

半
島
振
興
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か「
県
民
の
防
災
力
向
上

に
向
け
た「
県
災
害
教
育
セ
ン
タ
ー
」の
設

置
に
つ
い
て
」な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
魅
力
あ
る
大
分
県

づ
く
り
に
つ
い
て
」
な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
化
学
物
質
過
敏
症

に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
医
療
政
策
に
つ
い

て
」
な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
社
会
資
本
整
備
に

つ
い
て
」
な
ど
４
項
目

※
Ｂ
Ｒ
Ｔ
と
は
？

　
「
平
成
29
年
７
月 

九
州
北
部
豪
雨
」
に
よ

り
被
災
し
た
日
田
彦
山
線
添
田
駅
〜
夜
明
・

日
田
駅
間
に
つ
い
て
、
2
0
2
3
年
8
月
28

日
か
ら
運
航
を
開
始
し
た
バ
ス
高
速
輸
送
シ

ス
テ
ム
の
こ
と

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
歯
科
口
腔
保
健
対

策
に
つ
い
て
」
な
ど
５
項
目

答

12
月
3
日（
水
）

令
和
７
年
第
４
回 

定
例
会

一
般
質
問

左
の
質
問
は
26
分
59
秒
〜

本
会
議
の
様
子
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
か
ら

録
画
配
信
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

県
民
ク
ラ
ブ

二
ノ
宮 

健
治 

議
員

に  

の 

み
や  

け
ん 

じ

左
の
質
問
は
1
分
55
秒
〜

自
由
民
主
党

大
友
　
栄
二 

議
員

お
お
と
も 

　  

え
い  

じ

公
明
党

戸
高
　
賢
史 

議
員

と  

だ
か
　
　
け
ん 

じ左
の
質
問
は
25
分
24
秒
〜

自
由
民
主
党

首
藤 

健
二
郎 

議
員

し
ゅ
と
う 

け
ん 

じ 

ろ
う

左
の
質
問
は
1
分
2
秒
〜

12
月
4
日（
木
）

日
本
共
産
党

猿
渡
　
久
子 

議
員

え
ん 

ど
　
　 

ひ
さ 

こ左
の
質
問
は
16
分
8
秒
〜

自
由
民
主
党

木
付
　
親
次 

議
員

き 

づ
き
　
　
し
ん 

じ左
の
質
問
は
15
分
32
秒
〜

　
11
月
26
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の
17

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模

火
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
嶋

議
長
が
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、諸
般
の
報
告
に
続
き
、「
大

分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

」
の
議
案
な
ど
が
提

出
さ
れ
、
佐
藤
知
事
が
提
案
理
由
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
大

分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
を
求
め
る
意

見
書
」
が
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
、
同
日
付

け
で
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
12
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
の
一
般
質

問
に
は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
県
政

の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
執
行
部
と
活
発

な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
8
日
、
9
日
に
開
催
さ
れ
た
常

任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案
36

件
を
可
決
・
同
意
・
認
定
、
議
員
提
出

議
案
３
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

 

主
食
の
安
定
確
保
と
中
山
間
地
域

農
業
の
再
生
に
向
け
た
、
知
事
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

本
県
の
中
山
間
地
域
は
、
耕
地
面

積
の
約
７
割
を
占
め
、
農
産
物
生

産
だ
け
で
な
く
県
土
保
全
な
ど
大
切
な

機
能
を
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
に
伴
い
農
業
従
事
者
が
減

少
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
維
持

し
て
き
た
農
地
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
は
、
力
強
い
担
い
手
の
育
成
と

収
益
性
の
高
い
産
地
づ
く
り
の
両
面
か

ら
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
担
い
手
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
ス
マ
ー

ト
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
効
率
的
な
水

田
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
大
規
模
な
集
積
・
集
約
化
や

大
区
画
化
が
難
し
い
地
域
で
は
、
高
収

益
な
園
芸
品
目
の
導
入
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
他
方
、
地
域
で
行
う
農
地
や
水
路
等

の
保
全
活
動
の
た
め
交
付
金
の
活
用
を

促
進
し
、
地
域
ご
と
の
取
組
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
年
度
内
に
は
「
中
山
間
地
域
農
業
・

農
村
活
性
化
指
針
」
を
策
定
す
る
予
定

で
あ
り
、
市
町
や
農
業
団
体
と
力
を
合

わ
せ
着
実
に
実
行
し
、
中
山
間
地
域
の

持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
県
境
地
域
の
振
興
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。

人
々
の
社
会
活
動
が
広
域
化
す
る

中
、
県
境
地
域
で
は
隣
県
の
自
治

体
間
で
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
県
で
も

様
々
な
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
県
北
地
域
で
は
、
中
津
市

と
豊
前
市
等
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
共
同
運
行
を
支
援
す
る
ほ
か
、
中

津
市
民
病
院
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

指
定
し
機
能
強
化
を
図
っ
た
こ
と
で
、

県
境
を
越
え
た
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
日
田
彦
山
線
沿
線
で
は
、
※
Ｂ
Ｒ
Ｔ

の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
福
岡

県
と
共
に
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
を

支
援
し
、
春
の
酒
蔵
巡
り
に
は
５
千
人

以
上
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
県
境
を
跨
い
だ
近
隣
自
治
体
間
の
交

流
は
、
経
済
面
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
関
係
人
口
・
交
流
人

口
の
拡
大
も
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
、
関
係
自
治
体
の
声
を
伺
い
な

が
ら
地
域
振
興
に
努
め
ま
す
。

観
光
産
業
は
、
多
様
化
す
る
旅
行

ニ
ー
ズ
を
取
り
込
み
、
消
費
の
創

出
・
拡
大
を
通
じ
て
地
域
経
済
へ
大
き

な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
、
県
に
と
っ

て
非
常
に
重
要
な
成
長
産
業
で
す
。

　
県
で
は
、
第
５
期
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略

に
示
す
２
つ
の
推
進
指
針
を
軸
に
各
種

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
経
済
・
環
境
・
社
会
に
お
け
る
持

続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
」
で
す
。

地
域
資
源
を
守
り
磨
き
上
げ
、
農
林
水

産
業
や
温
泉
な
ど
各
分
野
と
連
携
し
て
、

高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
を
支

援
し
、
経
済
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
ま

す
。

　
２
つ
は
「
デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
基
づ
く
施
策
の
展
開
」
で
す
。
観
光

関
連
デ
ー
タ
を
可
視
化
・
分
析
す
る

ツ
ー
ル
を
整
備
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
た
戦
略
的
な
誘
客
に
よ
り
、
多
様

な
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
経
済
・
環
境
・
社
会
の
好

循
環
に
よ
る

持
続
可
能
な

観
光
地
域
づ

く
り
を
進
め
、

「
お
ん
せ
ん
県

お
お
い
た
」の

更
な
る
発
展

を
目
指
し
ま

す
。

被
災
者
の
支
援
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、知
事
に
伺
い
ま
す
。

今
回
の
火
災
は
、
全
焼
家
屋
が
多

数
に
上
る
こ
と
か
ら
、
生
活
再
建

に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
先
日
、
高
市
総
理
に
支
援
を
要
請
し

た
と
こ
ろ
、
「
精
い
っ
ぱ
い
の
支
援
を

し
た
い
。
今
は
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々

の
健
康
管
理
が
最
優
先
で
あ
り
何
で
も

言
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
力
強
い
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

早
期
適
用
等
が
示
さ
れ
、
生
活
再
建
を

進
め
る
大
き
な
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
避
難
所
の
環
境
整
備
は
概
ね

整
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
高
齢
化
率

が
７
割
を
超
え
て
お
り
、
避
難
者
の
体

調
に
不
安
が
あ
り
ま
す
。
医
療
・
保

健
・
福
祉
の
専
門
職
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、

き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
方
々
一
人
ひ
と
り
の
状

況
や
心
情
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
生
活

再
建
と
復
旧
復
興
に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

南
石
垣
支
援
学
校
の
跡
地
活
用
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

遊
休
県
有
財
産
は
、
県
有
財
産
売

却
等
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
県
庁

内
全
部
局
で
構
成
す
る
検
討
委
員
会

で
、
県
に
よ
る
利
活
用
を
検
討
す
る
仕

組
み
で
す
が
、
活
用
策
の
提
案
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
段
階
と
し
て
、
地
元
市
町
村
に
よ

る
公
用
・
公
共
用
の
利
活
用
を
優
先
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
別
府
市
に
利
活
用
の
検
討
を

打
診
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
に
お
い

て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
跡
地
活
用
の
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
調
整
を

担
う
県
よ
り
も
、
よ
り
地
域
に
密
着
し

た
地
元
市
に
お
い
て
調
整
い
た
だ
く
の

が
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、
議
員
の
ご

提
案
も
含
め
、
有
効

に
利
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

半
島
振
興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
企
画
振
興
部
長
に
伺

い
ま
す
。

今
年
度
内
に
策
定
す
る
国
東
地
域

半
島
振
興
計
画
で
は
、
地
方
創
生

に
資
す
る
施
策
に
重
点
を
置
き
ま
す
。

　
社
会
増
に
資
す
る
移
住
定
住
策
に
加

え
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
や
遠
隔
教

育
整
備
な
ど
自
然
増
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
策
を
関

係
自
治
体
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
峯
道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
や

「
く
に
さ
き
オ
イ
ス
タ
ー
」
等
の
地
元

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
な
ど
、
総
合

補
助
金
を
活
用
し
て
半
島
各
地
の
魅
力

を
高
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
安
岐
ダ
ム
の
再
生
や
、
孤

立
可
能
性
集
落
へ
の
対
策
等
、
半
島
防

災
の
視
点
も
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
半
島
独
自
の
自
然
や
文

化
、
歴
史
な
ど
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
地
域
の
方
々
と
力

を
合
わ
せ
て
、
持
続
可

能
な
国
東
半
島
の
地
域

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
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日
本
維
新
の
会

三
浦
　
由
紀 

議
員

  

み 

う
ら
　
　よ
し
の
り左

の
質
問
は
7
分
47
秒
〜

自
由
民
主
党

太
田
　
正
美 

議
員

お
お 

た
　
　 

ま
さ  

み左
の
質
問
は
27
分
44
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

原
田
　
孝
司 

議
員

は
ら 

だ
　
　 

た
か 

し左
の
質
問
は
17
分
00
秒
〜

問答

問答

社
会
活
動
参
画
に
向
け
た
支
援
の
充
実

　 に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

※
特
定
飛
行
と
は
？

　
国
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
と
な
る
場
所
で

飛
行
す
る
こ
と
。
（
人
口
集
中
地
区
上
空
で

の
飛
行
や
農
薬
散
布
な
ど
）

ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
育
成
に
つ
い
て

問答 大
規
模
林
野
火
災
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問答 地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
つ
い
て

問 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
医
療
提
供
体
制
の

確
保
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
大
分
市
佐
賀
関
の

大
規
模
火
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ

い
て
」
な
ど
６
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
教
育
行
政
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
農
業
を
巡
る
諸
課

題
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

子
育
て
満
足
度
日
本
一
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

問 副
首
都
構
想
に
つ
い
て

答

自
由
民
主
党

岡
野
　
涼
子 

議
員

お
か 

の
　
　 

り
ょ
う
こ左

の
質
問
は
1
分
13
秒
〜

自
由
民
主
党

桝
田
　
　
貢 

議
員

ま
す 

だ
　
　
　  

み
つ
ぐ

左
の
質
問
は
36
分
30
秒
〜

 
○
予
算
（
１
件
）

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

○
条
例
関
係
（
11
件
）

▽
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
中
小
企
業
活
性
化
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
人
事
関
係
（
１
件
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
決
算
関
係
（
14
件
）

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
公
債
管
理
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
中
小
企
業
設
備
導

入
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
そ
の
他
（
９
件
）

▽
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

▽
大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
を
求
め
る

意
見
書

▽
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
取
り
巻
く
深

刻
な
問
題
へ
の
対
応
を
求
め
る
意
見
書

▽
共
有
林
の
処
分
に
関
す
る
制
度
整
備
を

求
め
る
意
見
書

12
月
5
日（
金
）

県
民
ク
ラ
ブ

吉
村
　
尚
久 

議
員

よ
し
む
ら
　
　
な
お
ひ
さ

左
の
質
問
は
1
分
21
秒
〜

可
決
・
同
意
・
認
定
さ
れ
た

議
案
等
（
知
事
提
出
）

可
決
さ
れ
た
議
案
（
議
員
提
出
）

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り

を
目
指
し
、
社
会
活
動
参
画
に
向
け
た
支

援
の
充
実
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知

事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
平
成
28
年
に
制
定
し
た

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
、
３
つ
の
観
点
か
ら
障

が
い
者
の
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
「
市
町
村
と
の
連
携
」
で
す
。

外
出
支
援
や
理
解
促
進
事
業
等
に
対
し

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
は
「
専
門
人
材
の
育
成
」
で
す
。

手
話
通
訳
者
や
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

支
援
者
の
育
成
に
努
め
、
昨
年
度
は

８
６
７
人
が
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
３
つ
は
「
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報

等
の
円
滑
な
利
用
促
進
」
で
す
。
当
事

者
団
体
に
作
成
委
託
し
た
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
マ
ッ
プ
」
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
、
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
向
け

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
開
設
に
よ
り
、
７
１
４
件
の
相

談
対
応
と
県
内
各
地
で
25
回
の
体
験
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
次
世
代
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
、
最
新
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
、
「
共
生
社
会
お
お
い

た
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
育
成
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
商
工
観
光
労
働
部
長
に
伺
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
大
分
県
ド
ロ
ー
ン
協

議
会
を
設
立
し
、
分
科
会
活
動
や

会
員
間
の
交
流
、
人
材
育
成
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
年
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
活
用
を

検
討
す
る
会
員
を
対
象
に
、
国
の
政
策

や
活
用
事
例
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
「
※
特
定
飛
行
」
に
は
国
家

資
格
が
な
く
て
も
飛
行
許
可
の
取
得
は

可
能
で
す
が
、
安
全
性
と
信
頼
性
の
観

点
か
ら
、
国
家
資
格
の
取
得
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
飛
行

で
き
な
か
っ
た
場
所
で
の
飛
行
が
可
能

に
な
る
ほ
か
、
許
可
申
請
の
簡
略
化
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
操
縦
士
の
裾
野
拡
大
を
図

る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
協
議
会
と
連
携
し
、

初
心
者
向
け
講
習
の
実
施
や
国
家
資
格

を
取
得
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
操
縦
士
の
確
保
・
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
が
安
心
し
て
こ
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て

満
足
度
日
本
一
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

県
で
は
、
若
い
世
代
が
結
婚
や
妊

娠
・
出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
叶

え
ら
れ
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
結
婚
支
援
で
は
、
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
こ
れ
ま
で
２
５
３
組
が
成

婚
す
る
ほ
か
、
今
年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
で
も
76
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る

な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
に
対
し
て
は
、
不
妊
治

療
費
や
妊
産
婦
健
診
の
交
通
費
助
成
、

産
後
ケ
ア
の
充
実
な
ど
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
に
対
し
て
は
、
医
療
費
助
成
、

第
二
子
以
降
の
保
育
料
全
額
免
除
、
給

食
費
無
償
化
な
ど
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
経
済
的
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
向
け
て
は
、

「
共
育
て
」
推
進
と
し
て
男
性
の
育
児

休
業
取
得
助
成
を
拡
充
し
、
イ
ベ
ン
ト

等
で
も
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ

ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
児
童

相
談
体
制
の
強
化
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

医
療
的
ケ
ア
児
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
も

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、

「
子
育
て
満
足
度
日

本
一
」
の
大
分
県
づ

く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

滋
賀
県
が
取
り
組
む
「
交
通
税
」

に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
含
め
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・

確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
交
通
政
策
局
長
に
伺
い
ま

す
。

滋
賀
県
で
導
入
の
検
討
が
進
む
交

通
税
は
、
将
来
の
地
域
公
共
交
通

を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
り
得
る
取

組
で
あ
り
、
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
県
と
滋
賀
県
で
は
、
地
域
交
通
を

取
り
巻
く
環
境
が
異
な
る
た
め
、
直
ち

に
導
入
の
議
論
を
す
る
段
階
に
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
地
域
公
共
交
通
の
維

持
・
確
保
に
向
け
て
、
一
層
の
利
用
促

進
や
乗
務
員
確
保
に
取
り
組
み
つ
つ
、

デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る
補
完
な
ど
総
合

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
を
、

現
在
見
直
し
中
の
県

の
地
域
公
共
交
通
計

画
に
も
適
切
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

知
事
は
副
首
都
構
想
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
伺

い
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
地
域
産

業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、
医

療
・
教
育
等
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
全

国
各
地
で
生
じ
て
お
り
、
過
度
な
東
京

一
極
集
中
を
是
正
し
、
多
極
分
散
型
の

国
家
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
仮
に
東
京
が
被
災
し
た
場
合
を
考

え
、
首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し

て
、
副
首
都
と
な
り
得
る
地
域
を
作
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
大

阪
・
関
西
が
首
都
機
能
を
分
担
す
る
提

案
は
、
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
議
論
す

る
際
に
は
、
国
と
地
方
の
あ
り
方
や
国

民
生
活
に
与
え
る
影
響
な
ど

も
含
め
、
理
念
や
具
体
的
な

将
来
像
を
国
と
し
て
明
示
し

た
上
で
、
広
く
国
民
的
議
論

を
喚
起
し
、
結
論
を
導
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。

大
規
模
林
野
火
災
に
対
し
ど
の
よ

う
に
備
え
る
の
か
、
防
災
局
長
に

伺
い
ま
す
。

今
回
の
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
で

は
、
住
宅
か
ら
周
辺
の
山
林
に
延

焼
し
ま
し
た
が
、
林
野
火
災
の
多
く
は

「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」
な
ど
人
的

要
因
で
あ
る
た
め
、
県
民
へ
の
注
意
喚

起
が
重
要
で
す
。

　
国
は
従
来
の
火
災
警
報
に
加
え
、
林

野
火
災
注
意
報
を
創
設
し
て
お
り
、
県

で
は
市
町
村
に
条
例
改
正
を
促
す
と
と

も
に
、
広
報
誌
や
防
災
ア
プ
リ
等
を
通

じ
て
、
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
で
は
、
九

州
各
県
と
の
合
同
訓
練
を
通
じ
て
、
消

火
能
力
の
向
上
や
連
携
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
令
和
８
年
４
月
か
ら
新
機
体

の
運
用
を
開
始
す
る
防
災
ヘ
リ
対
応
力

向
上
に
も
取
り
組
み
、
本
県
の
消
防
力

の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
国
や
市
町
村
、
近
隣
県

と
連
携
し
、
大
規
模
林

野
火
災
へ
の
備
え
を
万

全
に
し
て
い
き
ま
す
。
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日
本
維
新
の
会

三
浦
　
由
紀 

議
員

  

み 

う
ら
　
　よ
し
の
り左

の
質
問
は
7
分
47
秒
〜

自
由
民
主
党

太
田
　
正
美 

議
員

お
お 

た
　
　 

ま
さ  

み左
の
質
問
は
27
分
44
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

原
田
　
孝
司 

議
員

は
ら 

だ
　
　 

た
か 

し左
の
質
問
は
17
分
00
秒
〜

問答

問答

社
会
活
動
参
画
に
向
け
た
支
援
の
充
実

　 に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

※
特
定
飛
行
と
は
？

　
国
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
と
な
る
場
所
で

飛
行
す
る
こ
と
。
（
人
口
集
中
地
区
上
空
で

の
飛
行
や
農
薬
散
布
な
ど
）

ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
育
成
に
つ
い
て

問答 大
規
模
林
野
火
災
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問答 地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
つ
い
て

問 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
医
療
提
供
体
制
の

確
保
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
大
分
市
佐
賀
関
の

大
規
模
火
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ

い
て
」
な
ど
６
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
教
育
行
政
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
農
業
を
巡
る
諸
課

題
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

子
育
て
満
足
度
日
本
一
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

問 副
首
都
構
想
に
つ
い
て

答

自
由
民
主
党

岡
野
　
涼
子 

議
員

お
か 

の
　
　 

り
ょ
う
こ左

の
質
問
は
1
分
13
秒
〜

自
由
民
主
党

桝
田
　
　
貢 

議
員

ま
す 

だ
　
　
　  

み
つ
ぐ

左
の
質
問
は
36
分
30
秒
〜

 

○
予
算
（
１
件
）

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

○
条
例
関
係
（
11
件
）

▽
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
中
小
企
業
活
性
化
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
人
事
関
係
（
１
件
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
決
算
関
係
（
14
件
）

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
公
債
管
理
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
中
小
企
業
設
備
導

入
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
そ
の
他
（
９
件
）

▽
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

▽
大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
を
求
め
る

意
見
書

▽
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
取
り
巻
く
深

刻
な
問
題
へ
の
対
応
を
求
め
る
意
見
書

▽
共
有
林
の
処
分
に
関
す
る
制
度
整
備
を

求
め
る
意
見
書

12
月
5
日（
金
）

県
民
ク
ラ
ブ

吉
村
　
尚
久 

議
員

よ
し
む
ら
　
　
な
お
ひ
さ

左
の
質
問
は
1
分
21
秒
〜

可
決
・
同
意
・
認
定
さ
れ
た

議
案
等
（
知
事
提
出
）

可
決
さ
れ
た
議
案
（
議
員
提
出
）

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り

を
目
指
し
、
社
会
活
動
参
画
に
向
け
た
支

援
の
充
実
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知

事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
平
成
28
年
に
制
定
し
た

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
、
３
つ
の
観
点
か
ら
障

が
い
者
の
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
「
市
町
村
と
の
連
携
」
で
す
。

外
出
支
援
や
理
解
促
進
事
業
等
に
対
し

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
は
「
専
門
人
材
の
育
成
」
で
す
。

手
話
通
訳
者
や
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

支
援
者
の
育
成
に
努
め
、
昨
年
度
は

８
６
７
人
が
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
３
つ
は
「
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報

等
の
円
滑
な
利
用
促
進
」
で
す
。
当
事

者
団
体
に
作
成
委
託
し
た
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
マ
ッ
プ
」
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
、
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
向
け

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
開
設
に
よ
り
、
７
１
４
件
の
相

談
対
応
と
県
内
各
地
で
25
回
の
体
験
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
次
世
代
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
、
最
新
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
、
「
共
生
社
会
お
お
い

た
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
育
成
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
商
工
観
光
労
働
部
長
に
伺
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
大
分
県
ド
ロ
ー
ン
協

議
会
を
設
立
し
、
分
科
会
活
動
や

会
員
間
の
交
流
、
人
材
育
成
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
年
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
活
用
を

検
討
す
る
会
員
を
対
象
に
、
国
の
政
策

や
活
用
事
例
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
「
※
特
定
飛
行
」
に
は
国
家

資
格
が
な
く
て
も
飛
行
許
可
の
取
得
は

可
能
で
す
が
、
安
全
性
と
信
頼
性
の
観

点
か
ら
、
国
家
資
格
の
取
得
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
飛
行

で
き
な
か
っ
た
場
所
で
の
飛
行
が
可
能

に
な
る
ほ
か
、
許
可
申
請
の
簡
略
化
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
操
縦
士
の
裾
野
拡
大
を
図

る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
協
議
会
と
連
携
し
、

初
心
者
向
け
講
習
の
実
施
や
国
家
資
格

を
取
得
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
操
縦
士
の
確
保
・
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
が
安
心
し
て
こ
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て

満
足
度
日
本
一
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

県
で
は
、
若
い
世
代
が
結
婚
や
妊

娠
・
出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
叶

え
ら
れ
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
結
婚
支
援
で
は
、
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
こ
れ
ま
で
２
５
３
組
が
成

婚
す
る
ほ
か
、
今
年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
で
も
76
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る

な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
に
対
し
て
は
、
不
妊
治

療
費
や
妊
産
婦
健
診
の
交
通
費
助
成
、

産
後
ケ
ア
の
充
実
な
ど
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
に
対
し
て
は
、
医
療
費
助
成
、

第
二
子
以
降
の
保
育
料
全
額
免
除
、
給

食
費
無
償
化
な
ど
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
経
済
的
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
向
け
て
は
、

「
共
育
て
」
推
進
と
し
て
男
性
の
育
児

休
業
取
得
助
成
を
拡
充
し
、
イ
ベ
ン
ト

等
で
も
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ

ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
児
童

相
談
体
制
の
強
化
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

医
療
的
ケ
ア
児
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
も

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、

「
子
育
て
満
足
度
日

本
一
」
の
大
分
県
づ

く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

滋
賀
県
が
取
り
組
む
「
交
通
税
」

に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
含
め
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・

確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
交
通
政
策
局
長
に
伺
い
ま

す
。

滋
賀
県
で
導
入
の
検
討
が
進
む
交

通
税
は
、
将
来
の
地
域
公
共
交
通

を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
り
得
る
取

組
で
あ
り
、
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
県
と
滋
賀
県
で
は
、
地
域
交
通
を

取
り
巻
く
環
境
が
異
な
る
た
め
、
直
ち

に
導
入
の
議
論
を
す
る
段
階
に
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
地
域
公
共
交
通
の
維

持
・
確
保
に
向
け
て
、
一
層
の
利
用
促

進
や
乗
務
員
確
保
に
取
り
組
み
つ
つ
、

デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る
補
完
な
ど
総
合

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
を
、

現
在
見
直
し
中
の
県

の
地
域
公
共
交
通
計

画
に
も
適
切
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

知
事
は
副
首
都
構
想
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
伺

い
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
地
域
産

業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、
医

療
・
教
育
等
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
全

国
各
地
で
生
じ
て
お
り
、
過
度
な
東
京

一
極
集
中
を
是
正
し
、
多
極
分
散
型
の

国
家
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
仮
に
東
京
が
被
災
し
た
場
合
を
考

え
、
首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し

て
、
副
首
都
と
な
り
得
る
地
域
を
作
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
大

阪
・
関
西
が
首
都
機
能
を
分
担
す
る
提

案
は
、
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
議
論
す

る
際
に
は
、
国
と
地
方
の
あ
り
方
や
国

民
生
活
に
与
え
る
影
響
な
ど

も
含
め
、
理
念
や
具
体
的
な

将
来
像
を
国
と
し
て
明
示
し

た
上
で
、
広
く
国
民
的
議
論

を
喚
起
し
、
結
論
を
導
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。

大
規
模
林
野
火
災
に
対
し
ど
の
よ

う
に
備
え
る
の
か
、
防
災
局
長
に

伺
い
ま
す
。

今
回
の
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
で

は
、
住
宅
か
ら
周
辺
の
山
林
に
延

焼
し
ま
し
た
が
、
林
野
火
災
の
多
く
は

「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」
な
ど
人
的

要
因
で
あ
る
た
め
、
県
民
へ
の
注
意
喚

起
が
重
要
で
す
。

　
国
は
従
来
の
火
災
警
報
に
加
え
、
林

野
火
災
注
意
報
を
創
設
し
て
お
り
、
県

で
は
市
町
村
に
条
例
改
正
を
促
す
と
と

も
に
、
広
報
誌
や
防
災
ア
プ
リ
等
を
通

じ
て
、
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
で
は
、
九

州
各
県
と
の
合
同
訓
練
を
通
じ
て
、
消

火
能
力
の
向
上
や
連
携
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
令
和
８
年
４
月
か
ら
新
機
体

の
運
用
を
開
始
す
る
防
災
ヘ
リ
対
応
力

向
上
に
も
取
り
組
み
、
本
県
の
消
防
力

の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
国
や
市
町
村
、
近
隣
県

と
連
携
し
、
大
規
模
林

野
火
災
へ
の
備
え
を
万

全
に
し
て
い
き
ま
す
。
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森 誠一決算特別委員長の報告

審査報告書はこちら
▼

　決算特別委員会は、前年度の決算が提出される定例会で設置される委員会です。
　前年度予算の執行が適正かつ効果的に行われたか、また、その結果、どのような事業効果がもたらされた
のかを審査し、本会議に報告する役割があります。

　６つの常任委員会は、県の仕事を部門ごとに担当して受け持ち、詳しく調べて本会議に報告する役割が
あります。12月8日(月)、9日(火)に各委員会を開催し、付託（※）を受けた議案の審査等を行いました。
（※）議会に上程された議案等について、その事項を所管する委員会に審査を任せること

・主要施策の成果指標に検討余地があるものの、概ね適正に執行され成果を上げている。
・県税の徴収強化で歳入確保に努めているが、使用料減免については説明をより丁寧に行うべき。
・各事業会計及び一般・特別会計の決算を可決・認定。
・改善点を整理し、令和８年度予算案に反映させるなど対応を求める。

①生成ＡＩの活用について
②ホーバークラフトの利用促進について
③県立病院への支援について
④浄化槽の適正な維持管理について
⑤持続可能な観光地域づくりについて
⑥県内中小企業等の支援について
⑦県産農林水産物のさらなる海外市場拡大について
⑧道路・河川等の維持管理について
⑨大分スポーツ公園の持続可能な運営について
⑩遠隔教育のあり方について

審査
結果

総務企画委員会 福祉保健生活環境委員会

商工観光労働企業委員会

土木建築委員会 文教警察委員会

農林水産委員会

▽議案(７件)
・工事請負契約の変更について（都市計画道路
庄の原佐野線第３橋梁上部工製作） ほか６件

▽議案(３件)
・令和７年度大分県一般会計補正予算（第３
号）（本委員会関係部分） ほか２件

▽議案(２件)
　・公の施設の指定管理者の指定について
 ほか１件

▽議案(５件)
・大分県幼保連携型認定こども園の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて ほか４件

▽議案(７件)
・大分県使用料及び手数料条例の一部改正につ
いて ほか６件

▽議案(３件)
・大分県中小企業活性化条例の一部改正につい
て ほか２件

付託案件

付託案件

付託案件

付託案件

付託案件

付託案件

常任委員会広域交通ネットワーク特別委員会　～広域交通・観光・産業の振興～

防災減災・県土強靱化対策特別委員会 決算特別委員会

目　　的 令和6年度決算審査のため 設置期間 9月16日から12月3日まで
委員の数 21人 付託する議案 第89号議案から第102号議案まで

特に改善・検討を求める事項
【１】財政運営の健全化について
【２】収入未済額の縮減等について
【３】個別事項について大分市佐賀関の大規模火災からの

復旧・復興に向けた支援を求める意見書

　12月11日(木)に第８回広域交通ネットワーク特別委員会を開
催しました。
　今回は、富山大学特別研究教授の中川大氏をお招きし、「高速
鉄道整備の世界的潮流と日本の現状」をテーマに、諸外国と比較
して、日本は高速鉄道への投資が極めて少なく、地方への展開が
大きく遅れている現状などについてお話いただきました。
　「日豊本線ルートの東九州新幹線で一致団結して要望すべきで
はないか。中川教授の見解は」との委員からの質問に対し、「他
の基本計画路線との優位性を考えると、地元がしっかりとまとまっていることが重要であり、そのために
もルートを一本化することが重要だと考える」との回答をいただきました。

　開会日の11月26日(水)に、一日も早い被災者の救済と被災地域の復旧・復興のため、以下の４点を
講じるよう強く要望する「大分市佐賀関の大規模火災からの復旧・復興に向けた支援を求める意見
書」を全会一致で可決、同日付けで衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
環境大臣、内閣府特命担当大臣(防災)宛てに提出しました。

　1月29日（木）～30日（金）にかけて、香川県高松市において
県外所管事務調査を実施しました。
　四国経済連合会を訪問し、四国新幹線整備促進期成会の取組や課
題等について説明を受けたほか、高松市では、四国新幹線の早期実
現に向けた市の取組や、事務局を担う香川県市町長四国新幹線整備
促進期成会の取組、今後の課題等について調査を行いました。
　今後は、所管事項について引き続き調査・研究を行い、令和８年
中に調査結果をとりまとめ、知事へ提言を行う予定です。

　12月3日(水)に第３回防災減災・県土強靱化対策特別委員会を開
催しました。
　今回は、国立研究開発法人産業技術総合研究所主任研究員の吉見
雅行氏をお招きしました。
「南海トラフ巨大地震について」をテーマに、過去の地震や今後起
きる可能性が高い南海トラフ地震、防災・減災対策に向けた必要な
心構えなどについてお話いただきました。
　「活断層とプレートの関係などの研究は進んでいるのか。」の委
員からの質問に対し、「よくわかっていないことが多いが、大きな地震の前は内陸の地震が増えるので、活
断層による地震も注目せざるを得ないと考える。」とご回答をいただきました。
　今後は、2月中旬に、石川県輪島市等を視察するなど、引き続き調査・研究を行う予定です。

①災害救助法の弾力的な運用　②被災者生活再建支援法に基づく支援金の早期支給
③災害廃棄物処理に対する国の補助金適用などの措置　④地方財政措置による十分な財政支援

要望
項目
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日
本
維
新
の
会

三
浦
　
由
紀 

議
員

  

み 

う
ら
　
　よ
し
の
り左

の
質
問
は
7
分
47
秒
〜

自
由
民
主
党

太
田
　
正
美 

議
員

お
お 

た
　
　 

ま
さ  

み左
の
質
問
は
27
分
44
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

原
田
　
孝
司 

議
員

は
ら 

だ
　
　 

た
か 

し左
の
質
問
は
17
分
00
秒
〜

問答

問答

社
会
活
動
参
画
に
向
け
た
支
援
の
充
実

　 に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
教
育
の
充
実
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

※
特
定
飛
行
と
は
？

　
国
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
と
な
る
場
所
で

飛
行
す
る
こ
と
。
（
人
口
集
中
地
区
上
空
で

の
飛
行
や
農
薬
散
布
な
ど
）

ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
育
成
に
つ
い
て

問答 大
規
模
林
野
火
災
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問答 地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
つ
い
て

問 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
医
療
提
供
体
制
の

確
保
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
大
分
市
佐
賀
関
の

大
規
模
火
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ

い
て
」
な
ど
６
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
教
育
行
政
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
農
業
を
巡
る
諸
課

題
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

子
育
て
満
足
度
日
本
一
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　取
組
に
つ
い
て

問 副
首
都
構
想
に
つ
い
て

答

自
由
民
主
党

岡
野
　
涼
子 

議
員

お
か 

の
　
　 

り
ょ
う
こ左

の
質
問
は
1
分
13
秒
〜

自
由
民
主
党

桝
田
　
　
貢 

議
員

ま
す 

だ
　
　
　  

み
つ
ぐ

左
の
質
問
は
36
分
30
秒
〜

 
○
予
算
（
１
件
）

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

○
条
例
関
係
（
11
件
）

▽
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
中
小
企
業
活
性
化
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
人
事
関
係
（
１
件
）

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
決
算
関
係
（
14
件
）

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
公
債
管
理
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
６
年
度
大
分
県
中
小
企
業
設
備
導

入
資
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
そ
の
他
（
９
件
）

▽
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

▽
大
分
市
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支
援
を
求
め
る

意
見
書

▽
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
取
り
巻
く
深

刻
な
問
題
へ
の
対
応
を
求
め
る
意
見
書

▽
共
有
林
の
処
分
に
関
す
る
制
度
整
備
を

求
め
る
意
見
書

12
月
5
日（
金
）

県
民
ク
ラ
ブ

吉
村
　
尚
久 

議
員

よ
し
む
ら
　
　
な
お
ひ
さ

左
の
質
問
は
1
分
21
秒
〜

可
決
・
同
意
・
認
定
さ
れ
た

議
案
等
（
知
事
提
出
）

可
決
さ
れ
た
議
案
（
議
員
提
出
）

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り

を
目
指
し
、
社
会
活
動
参
画
に
向
け
た
支

援
の
充
実
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知

事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
平
成
28
年
に
制
定
し
た

「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
、
３
つ
の
観
点
か
ら
障

が
い
者
の
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
つ
は
「
市
町
村
と
の
連
携
」
で
す
。

外
出
支
援
や
理
解
促
進
事
業
等
に
対
し

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
２
つ
は
「
専
門
人
材
の
育
成
」
で
す
。

手
話
通
訳
者
や
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

支
援
者
の
育
成
に
努
め
、
昨
年
度
は

８
６
７
人
が
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。

　
３
つ
は
「
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報

等
の
円
滑
な
利
用
促
進
」
で
す
。
当
事

者
団
体
に
作
成
委
託
し
た
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
マ
ッ
プ
」
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
、
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
向
け

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
開
設
に
よ
り
、
７
１
４
件
の
相

談
対
応
と
県
内
各
地
で
25
回
の
体
験
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
次
世
代
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
、
最
新
の
動
向
も

注
視
し
な
が
ら
、
「
共
生
社
会
お
お
い

た
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の
育
成
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
商
工
観
光
労
働
部
長
に
伺
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
大
分
県
ド
ロ
ー
ン
協

議
会
を
設
立
し
、
分
科
会
活
動
や

会
員
間
の
交
流
、
人
材
育
成
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
年
、
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
活
用
を

検
討
す
る
会
員
を
対
象
に
、
国
の
政
策

や
活
用
事
例
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
「
※
特
定
飛
行
」
に
は
国
家

資
格
が
な
く
て
も
飛
行
許
可
の
取
得
は

可
能
で
す
が
、
安
全
性
と
信
頼
性
の
観

点
か
ら
、
国
家
資
格
の
取
得
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　
資
格
取
得
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
飛
行

で
き
な
か
っ
た
場
所
で
の
飛
行
が
可
能

に
な
る
ほ
か
、
許
可
申
請
の
簡
略
化
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
操
縦
士
の
裾
野
拡
大
を
図

る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
協
議
会
と
連
携
し
、

初
心
者
向
け
講
習
の
実
施
や
国
家
資
格

を
取
得
で
き
る
ド
ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
操
縦
士
の
確
保
・
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
が
安
心
し
て
こ
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て

満
足
度
日
本
一
に
向
け
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

県
で
は
、
若
い
世
代
が
結
婚
や
妊

娠
・
出
産
、
子
育
て
の
希
望
を
叶

え
ら
れ
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
結
婚
支
援
で
は
、
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
こ
れ
ま
で
２
５
３
組
が
成

婚
す
る
ほ
か
、
今
年
度
の
婚
活
イ
ベ
ン

ト
で
も
76
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
す
る

な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
に
対
し
て
は
、
不
妊
治

療
費
や
妊
産
婦
健
診
の
交
通
費
助
成
、

産
後
ケ
ア
の
充
実
な
ど
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
子
育
て
に
対
し
て
は
、
医
療
費
助
成
、

第
二
子
以
降
の
保
育
料
全
額
免
除
、
給

食
費
無
償
化
な
ど
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
経
済
的
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
向
け
て
は
、

「
共
育
て
」
推
進
と
し
て
男
性
の
育
児

休
業
取
得
助
成
を
拡
充
し
、
イ
ベ
ン
ト

等
で
も
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ

ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、
児
童

相
談
体
制
の
強
化
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、

医
療
的
ケ
ア
児
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
も

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、

「
子
育
て
満
足
度
日

本
一
」
の
大
分
県
づ

く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

滋
賀
県
が
取
り
組
む
「
交
通
税
」

に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
含
め
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・

確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
交
通
政
策
局
長
に
伺
い
ま

す
。

滋
賀
県
で
導
入
の
検
討
が
進
む
交

通
税
は
、
将
来
の
地
域
公
共
交
通

を
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
り
得
る
取

組
で
あ
り
、
動
向
を
注
視
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
県
と
滋
賀
県
で
は
、
地
域
交
通
を

取
り
巻
く
環
境
が
異
な
る
た
め
、
直
ち

に
導
入
の
議
論
を
す
る
段
階
に
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
研
究
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
地
域
公
共
交
通
の
維

持
・
確
保
に
向
け
て
、
一
層
の
利
用
促

進
や
乗
務
員
確
保
に
取
り
組
み
つ
つ
、

デ
マ
ン
ド
交
通
に
よ
る
補
完
な
ど
総
合

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
を
、

現
在
見
直
し
中
の
県

の
地
域
公
共
交
通
計

画
に
も
適
切
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

知
事
は
副
首
都
構
想
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
伺

い
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
地
域
産

業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
、
医

療
・
教
育
等
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
全

国
各
地
で
生
じ
て
お
り
、
過
度
な
東
京

一
極
集
中
を
是
正
し
、
多
極
分
散
型
の

国
家
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
仮
に
東
京
が
被
災
し
た
場
合
を
考

え
、
首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し

て
、
副
首
都
と
な
り
得
る
地
域
を
作
る

こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
大

阪
・
関
西
が
首
都
機
能
を
分
担
す
る
提

案
は
、
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
、
議
論
す

る
際
に
は
、
国
と
地
方
の
あ
り
方
や
国

民
生
活
に
与
え
る
影
響
な
ど

も
含
め
、
理
念
や
具
体
的
な

将
来
像
を
国
と
し
て
明
示
し

た
上
で
、
広
く
国
民
的
議
論

を
喚
起
し
、
結
論
を
導
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。

大
規
模
林
野
火
災
に
対
し
ど
の
よ

う
に
備
え
る
の
か
、
防
災
局
長
に

伺
い
ま
す
。

今
回
の
佐
賀
関
の
大
規
模
火
災
で

は
、
住
宅
か
ら
周
辺
の
山
林
に
延

焼
し
ま
し
た
が
、
林
野
火
災
の
多
く
は

「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」
な
ど
人
的

要
因
で
あ
る
た
め
、
県
民
へ
の
注
意
喚

起
が
重
要
で
す
。

　
国
は
従
来
の
火
災
警
報
に
加
え
、
林

野
火
災
注
意
報
を
創
設
し
て
お
り
、
県

で
は
市
町
村
に
条
例
改
正
を
促
す
と
と

も
に
、
広
報
誌
や
防
災
ア
プ
リ
等
を
通

じ
て
、
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
消
防
援
助
隊
で
は
、
九

州
各
県
と
の
合
同
訓
練
を
通
じ
て
、
消

火
能
力
の
向
上
や
連
携
の
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
令
和
８
年
４
月
か
ら
新
機
体

の
運
用
を
開
始
す
る
防
災
ヘ
リ
対
応
力

向
上
に
も
取
り
組
み
、
本
県
の
消
防
力

の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
進
め
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
国
や
市
町
村
、
近
隣
県

と
連
携
し
、
大
規
模
林

野
火
災
へ
の
備
え
を
万

全
に
し
て
い
き
ま
す
。
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森 誠一決算特別委員長の報告

審査報告書はこちら
▼

　決算特別委員会は、前年度の決算が提出される定例会で設置される委員会です。
　前年度予算の執行が適正かつ効果的に行われたか、また、その結果、どのような事業効果がもたらされた
のかを審査し、本会議に報告する役割があります。

　６つの常任委員会は、県の仕事を部門ごとに担当して受け持ち、詳しく調べて本会議に報告する役割が
あります。12月8日(月)、9日(火)に各委員会を開催し、付託（※）を受けた議案の審査等を行いました。
（※）議会に上程された議案等について、その事項を所管する委員会に審査を任せること

・主要施策の成果指標に検討余地があるものの、概ね適正に執行され成果を上げている。
・県税の徴収強化で歳入確保に努めているが、使用料減免については説明をより丁寧に行うべき。
・各事業会計及び一般・特別会計の決算を可決・認定。
・改善点を整理し、令和８年度予算案に反映させるなど対応を求める。

①生成ＡＩの活用について
②ホーバークラフトの利用促進について
③県立病院への支援について
④浄化槽の適正な維持管理について
⑤持続可能な観光地域づくりについて
⑥県内中小企業等の支援について
⑦県産農林水産物のさらなる海外市場拡大について
⑧道路・河川等の維持管理について
⑨大分スポーツ公園の持続可能な運営について
⑩遠隔教育のあり方について

審査
結果

総務企画委員会 福祉保健生活環境委員会

商工観光労働企業委員会

土木建築委員会 文教警察委員会

農林水産委員会

▽議案(７件)
・工事請負契約の変更について（都市計画道路
庄の原佐野線第３橋梁上部工製作） ほか６件

▽議案(３件)
・令和７年度大分県一般会計補正予算（第３
号）（本委員会関係部分） ほか２件

▽議案(２件)
　・公の施設の指定管理者の指定について
 ほか１件

▽議案(５件)
・大分県幼保連携型認定こども園の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて ほか４件

▽議案(７件)
・大分県使用料及び手数料条例の一部改正につ
いて ほか６件

▽議案(３件)
・大分県中小企業活性化条例の一部改正につい
て ほか２件

付託案件

付託案件

付託案件

付託案件

付託案件

付託案件

常任委員会広域交通ネットワーク特別委員会　～広域交通・観光・産業の振興～

防災減災・県土強靱化対策特別委員会 決算特別委員会

目　　的 令和6年度決算審査のため 設置期間 9月16日から12月3日まで
委員の数 21人 付託する議案 第89号議案から第102号議案まで

特に改善・検討を求める事項
【１】財政運営の健全化について
【２】収入未済額の縮減等について
【３】個別事項について大分市佐賀関の大規模火災からの

復旧・復興に向けた支援を求める意見書

　12月11日(木)に第８回広域交通ネットワーク特別委員会を開
催しました。
　今回は、富山大学特別研究教授の中川大氏をお招きし、「高速
鉄道整備の世界的潮流と日本の現状」をテーマに、諸外国と比較
して、日本は高速鉄道への投資が極めて少なく、地方への展開が
大きく遅れている現状などについてお話いただきました。
　「日豊本線ルートの東九州新幹線で一致団結して要望すべきで
はないか。中川教授の見解は」との委員からの質問に対し、「他
の基本計画路線との優位性を考えると、地元がしっかりとまとまっていることが重要であり、そのために
もルートを一本化することが重要だと考える」との回答をいただきました。

　開会日の11月26日(水)に、一日も早い被災者の救済と被災地域の復旧・復興のため、以下の４点を
講じるよう強く要望する「大分市佐賀関の大規模火災からの復旧・復興に向けた支援を求める意見
書」を全会一致で可決、同日付けで衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、
環境大臣、内閣府特命担当大臣(防災)宛てに提出しました。

　1月29日（木）～30日（金）にかけて、香川県高松市において
県外所管事務調査を実施しました。
　四国経済連合会を訪問し、四国新幹線整備促進期成会の取組や課
題等について説明を受けたほか、高松市では、四国新幹線の早期実
現に向けた市の取組や、事務局を担う香川県市町長四国新幹線整備
促進期成会の取組、今後の課題等について調査を行いました。
　今後は、所管事項について引き続き調査・研究を行い、令和８年
中に調査結果をとりまとめ、知事へ提言を行う予定です。

　12月3日(水)に第３回防災減災・県土強靱化対策特別委員会を開
催しました。
　今回は、国立研究開発法人産業技術総合研究所主任研究員の吉見
雅行氏をお招きしました。
「南海トラフ巨大地震について」をテーマに、過去の地震や今後起
きる可能性が高い南海トラフ地震、防災・減災対策に向けた必要な
心構えなどについてお話いただきました。
　「活断層とプレートの関係などの研究は進んでいるのか。」の委
員からの質問に対し、「よくわかっていないことが多いが、大きな地震の前は内陸の地震が増えるので、活
断層による地震も注目せざるを得ないと考える。」とご回答をいただきました。
　今後は、2月中旬に、石川県輪島市等を視察するなど、引き続き調査・研究を行う予定です。

①災害救助法の弾力的な運用　②被災者生活再建支援法に基づく支援金の早期支給
③災害廃棄物処理に対する国の補助金適用などの措置　④地方財政措置による十分な財政支援

要望
項目
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①働きやすい大分県 〇職業を選択した(する)ときに重視した(する)ことは何ですか？

②暮らしやすい大分県
〇みなさんにとって「暮らしやすさ」とは何ですか？
　実現するには、どうしたら良いと思いますか？

・地元や馴染みのある土地で働く安心感や勤務地を重視
・やりたいことができる職場、社会貢献や地域活性化に関わる仕事を
選びたい
・家族や友人の近くで助け合える環境や、勤務時間・賃金などの福利
厚生とワークライフバランスを重視
・大分県を盛り上げたい、地元に貢献したいという強い思いが決め手
・そこで働くイメージが湧くこと

〇どのような職場であれば働きやすいと感じますか？

〇終了後感想〇

・カスタマーハラスメントの問題は深刻なため、県とし
ての対策や支援が必要だと思う。また、カスタマーハ
ラスメントの減少は、精神面での働きやすさの向上に
も繋がる。

・県外に出た友人と話すと、「規模の大きい仕事に挑戦し
たい」「キャリアアップしたい」という強い希望を持っ
ていることが多く、優秀な人材が
都会に流れているのではないかと
感じる。そこで、産官学が連携し
た取組を通じて大分県を盛り上げ
る後押しができれば、地域の活性
化につながると期待する。

・暮らしやすさは、「移動のしやすさ」。生活
の質に直結しており、交通アクセスの改善や

車購入支援などを検討して
ほしい
・プロスポーツの応援等地域
で一丸となって盛り上げる
と地域が活性化すると思う
・専門性の高い人材が定着し
やすくなるよう、教育機会
を充実させること
・子育て支援の充実やSNSを
活用した制度の認知度向上

こういう場は問題意識を持った若い方が来るので、今後
も継続してほしい。2回を通して広報委員の議員の顔も
知り、少し親近感が湧いたので、定例会や議案等に今後
も注目していきたい。とても充実した会だったと思う。

県外でも大分の企業説明会があり、企業を知る事ができた
県外の大学に在学中、大分で働く方がわざわざ大学まで来て仕事紹介をして
「ぜひ大分に帰ってきて」と声をかけてもらったことがきっかけ

   議員
出前講座

　県議会では、県民の皆さんにとって身近でわかりや
すい県議会を実現するため、議員が学校や大学等に
出向き、児童・生徒や学生に県政の動きや議会の役割
等を説明し、質問に答える「議員出前講座」を実施して
います。
　令和7年11月～令和8年1月にかけて、県内３校を
訪問し、説明・意見交換を行いました。

　県議会では、県民の皆さんにとって身近でわかりや
すい県議会を実現するため、議員が学校や大学等に
出向き、児童・生徒や学生に県政の動きや議会の役割
等を説明し、質問に答える「議員出前講座」を実施して
います。
　令和7年11月～令和8年1月にかけて、県内３校を
訪問し、説明・意見交換を行いました。

参加した生徒の感想
●議員の仕事や大分県の取組
を知ることができた
●選挙権を持つ3年後に向け
て、政治に興味を持ち、自分
の意見を持ちたい

●議会は傍聴できると知り行
きたいと思った

令和7年11月6日（木）
国東市立国東中学校
３年生５２名

参加した生徒の感想
●授業で習った内容と関連
し、理解が深まった
●政治に興味を持ち、これか
らもっと学んでいきたいと
思った
●クイズや質疑応答があり、
楽しく理解できた
●18歳になったら選挙に必
ず行こうと決めた

令和7年11月21日（金）
別府市立鶴見台中学校
３年生１２６名

令和8年1月26日（月）
豊後高田市立高田中学校
2年生107名

令和７年度大分県議会ユースモニター 第二回意見交換会
表紙でご紹介した大分県議会ユースモニター第二回意見交換会の様子を紹介します。
「若年層にとって暮らしやすい県にするには」をテーマに、広報委員の議員と意見を交わしました。
9月に開催した第一回意見交換会で多く意見がでた「働きやすい大分県」及び「暮らしやすい大分県」
2つのテーマに焦点をあて、モニターに意見を伺いました。

参加した生徒の感想
●教育予算が1番多く、教育に
力を入れているのだと分か
った
●難しかったため、これから詳
しく学習しようと思う
●選挙権を持ったら、しっかり
考えて投票したいと思った

●議員の任期が4年だと知った
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①働きやすい大分県 〇職業を選択した(する)ときに重視した(する)ことは何ですか？

②暮らしやすい大分県
〇みなさんにとって「暮らしやすさ」とは何ですか？
　実現するには、どうしたら良いと思いますか？

・地元や馴染みのある土地で働く安心感や勤務地を重視
・やりたいことができる職場、社会貢献や地域活性化に関わる仕事を
選びたい
・家族や友人の近くで助け合える環境や、勤務時間・賃金などの福利
厚生とワークライフバランスを重視
・大分県を盛り上げたい、地元に貢献したいという強い思いが決め手
・そこで働くイメージが湧くこと

〇どのような職場であれば働きやすいと感じますか？

〇終了後感想〇

・カスタマーハラスメントの問題は深刻なため、県とし
ての対策や支援が必要だと思う。また、カスタマーハ
ラスメントの減少は、精神面での働きやすさの向上に
も繋がる。

・県外に出た友人と話すと、「規模の大きい仕事に挑戦し
たい」「キャリアアップしたい」という強い希望を持っ
ていることが多く、優秀な人材が
都会に流れているのではないかと
感じる。そこで、産官学が連携し
た取組を通じて大分県を盛り上げ
る後押しができれば、地域の活性
化につながると期待する。

・暮らしやすさは、「移動のしやすさ」。生活
の質に直結しており、交通アクセスの改善や

車購入支援などを検討して
ほしい
・プロスポーツの応援等地域
で一丸となって盛り上げる
と地域が活性化すると思う
・専門性の高い人材が定着し
やすくなるよう、教育機会
を充実させること
・子育て支援の充実やSNSを
活用した制度の認知度向上

こういう場は問題意識を持った若い方が来るので、今後
も継続してほしい。2回を通して広報委員の議員の顔も
知り、少し親近感が湧いたので、定例会や議案等に今後
も注目していきたい。とても充実した会だったと思う。

県外でも大分の企業説明会があり、企業を知る事ができた
県外の大学に在学中、大分で働く方がわざわざ大学まで来て仕事紹介をして
「ぜひ大分に帰ってきて」と声をかけてもらったことがきっかけ

   議員
出前講座

　県議会では、県民の皆さんにとって身近でわかりや
すい県議会を実現するため、議員が学校や大学等に
出向き、児童・生徒や学生に県政の動きや議会の役割
等を説明し、質問に答える「議員出前講座」を実施して
います。
　令和7年11月～令和8年1月にかけて、県内３校を
訪問し、説明・意見交換を行いました。

　県議会では、県民の皆さんにとって身近でわかりや
すい県議会を実現するため、議員が学校や大学等に
出向き、児童・生徒や学生に県政の動きや議会の役割
等を説明し、質問に答える「議員出前講座」を実施して
います。
　令和7年11月～令和8年1月にかけて、県内３校を
訪問し、説明・意見交換を行いました。

参加した生徒の感想
●議員の仕事や大分県の取組
を知ることができた
●選挙権を持つ3年後に向け
て、政治に興味を持ち、自分
の意見を持ちたい

●議会は傍聴できると知り行
きたいと思った

令和7年11月6日（木）
国東市立国東中学校
３年生５２名

参加した生徒の感想
●授業で習った内容と関連
し、理解が深まった
●政治に興味を持ち、これか
らもっと学んでいきたいと
思った
●クイズや質疑応答があり、
楽しく理解できた
●18歳になったら選挙に必
ず行こうと決めた

令和7年11月21日（金）
別府市立鶴見台中学校
３年生１２６名

令和8年1月26日（月）
豊後高田市立高田中学校
2年生107名

令和７年度大分県議会ユースモニター 第二回意見交換会
表紙でご紹介した大分県議会ユースモニター第二回意見交換会の様子を紹介します。
「若年層にとって暮らしやすい県にするには」をテーマに、広報委員の議員と意見を交わしました。
9月に開催した第一回意見交換会で多く意見がでた「働きやすい大分県」及び「暮らしやすい大分県」
2つのテーマに焦点をあて、モニターに意見を伺いました。

参加した生徒の感想
●教育予算が1番多く、教育に
力を入れているのだと分か
った
●難しかったため、これから詳
しく学習しようと思う
●選挙権を持ったら、しっかり
考えて投票したいと思った

●議員の任期が4年だと知った
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大分県議会 検索

表紙の題字の作者
　本校の書道部は、1年生10名、2年生11名、3年生
7名の計28名で活動しています。日々、作品制作と書
道パフォーマンスに励み、校内だけの発表にとどまら
ず、地域のイベントにも参加しております。昨年は、
これらの取組を評価していただき、別府市より表彰さ
れました。これからも地域との繋がりを大切にし、
「明るく楽しく美しく」をモットーに頑張ります。

別府翔青高等学校 藤本 歩 さんの所属する書道部の様子をご紹介します
ふじ もと あゆみ

　県議会では、若い世代の意見を議会運営や県政に反映させることを目的として、ユースモニター
を委嘱しています。今年度は、学生 3 名、社会人 7 名の計 10 名が大分県議会ユースモニターとし
て活動しています。
　12月 4日（木）には、「若年層にとって暮らしやすい県にするには」をテーマに“働きやすさ”と“暮
らしやすさ” の 2 つに焦点を当て、日頃感じていることや改善策について広報委員の議員８名と意
見交換を行いました。 （詳細は9ページ）

《
県
議
会
の
今
後
の
動
き
》

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

２
月
24
日（
火
）

12
月
3
日（
水
）〜
5
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
8
日（
月
）9
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会

　
　
12
日（
金
）　
閉
会

　YouTubeで過去の定例会のダイジェストをご覧
いただけます。
　1月10日放送分は、議長新春あいさつや、第二
回ユースモニターとの意見交換会の様子などを配
信しています。

　令和7年12月9日（火）に大分市中央
町の竹町ドーム広場において「令和7年
大分県飲酒運転根絶フェア」が開催され
ました。
　県議会からは、嶋議長など14名の議
員が参加し、『飲んだらのれん』と書か
れたチラシやグッズを配り、飲酒運転の
ない社会づくりや交通安全を呼びかける
街頭啓発活動を行いました。

２
月
24
日（
火
）　
開
会

３
月
４
日（
水
）５
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（
代
表
質
問
）

　
　
６
日（
金
）９
日（
月
）10
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
11
日（
水
）〜
13
日（
金
）

　
　
16
日（
月
）〜
17
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
18
日（
水
）19
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会

　
　
24
日（
火
）　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
26
日（
木
）　
閉
会 　県議会では、定例会ごとに政策勉強会を開催してい

ます。
　今回は、弁護士の阿部貴史氏を講師にお招きし「判
例から学ぶハラスメント」と題し、弁護士としての豊
富なご経験と、具体的な判例を通して、ハラスメント
の本質や、どのような行為が問題となるのかを分かり
やすくご講演いただきました。

〇対象作品
　県内在住者が作成した作品
〇展示期間・費用
　最長で1か月程度・無料（搬
出入経費やパネル・ケース
等の準備費は
出展者負担）

（問合せ先）議会事務局総務課（TEL:097-506-5019)

｜ト｜ピ｜ッ｜ク｜ス｜

政
策
勉
強
会

飲酒運転根絶フェア

議会ロビー（県庁舎新館１階）に
　　　  作品を展示してみませんか？

〔編集〕大分県議会事務局  大分市大手町3丁目1-1 TEL097-506-5035（ダイヤルイン） FAX097-506-1785

大分県議会ホームページにも広報紙を掲載しています。
大分県議会公式Xでも県議会の活動を発信しています。ぜひご覧ください。

大分県議会
ホームページ
（広報紙）▶

大分県議会　
（X）▶

141141NoNo
大分県議会大分県議会
令和8年2月発行令和8年2月発行
題字は、別府翔青高等学校３年

藤本  歩さんの作品です。

題字は、別府翔青高等学校３年

藤本  歩さんの作品です。
ふじもと   あゆみふじもと   あゆみ

10県議会おおいた No.1411 県議会おおいた No.141




